
森山トレンチ調査結果解釈の問題点

第257回審査会合資料より

山内靖喜



活断層の認定基準

• 原子力規制委員会での定義：

活断層とは地質時代にくり返し活動し、後期更新世（126,000～
10,000年前) にも活動した断層

松江市周辺では、大山松江軽石DMPが広く分布し、その噴火年代
が13万年前より若いとされており（町田・新井、2003） 、１０万年前
に噴出した三瓶木次軽石（木村ほか、1999）に覆われているので、
DMPを切るか切らないかで活断層の判定になる。



DMP以降に森山に降下した可能性があ
る広域火山灰



桜島火山の
降灰記録
（火口より20㎞以
遠の29箇所を示す、
20㎞以内の33箇
所は略する.）
29箇所中の1位は
鹿屋411g/㎡



桜島火口から40
㎞以上離れた地
点での平成27年
の降灰記録
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DMP噴火以降に森山
地域に降灰した可能
性がある火山灰



第183回（H27.1.16）の中電の解釈の問題点

• 「火山灰起源物質の火山灰同定の根拠」の根拠の薄弱性

• 「堆積物形成時期決定」の根拠の薄弱性



AT火山灰とDMP火山灰が含まれるとした根拠

礫混じりシルト層中には普通角閃石とカミングトン閃
石が含まれることが根拠となっている

崖錐堆積物2はバブルウオール型火山ガラスを含む



崖錐堆積物2にＡＴが含まれる根拠

表示されている根拠は、崖錐堆積物２層が普通角閃石とバブルウオール型火山ガラスを含むこと

問題点：バブルウオール型火山ガラスはアカホヤ火山灰K-Ah（約7,300年前）にも含まれ、1万年前に噴出した
三瓶火山の火山灰は普通角閃石を含む。それらでない証明はされていない。

K-Ahは弓ヶ浜半島北部の地下でも存在することが確認されている。

なお、崖錐堆積物２層中のバブルウオール型火山ガラスがATに由来した根拠として、第271回審査会合資料に
示された屈折率によって認められたと考える。

なお、崖錐堆積物２層中のバブルウオール型火山ガラスがATに由来した根拠として、第271回審査会合資料に示された
屈折率によって認められたと考える。



堆積層の年代決定とその根拠の問題点

礫混じりシルト層中に普通角閃石とカミングトン閃石が含まれることが根拠となっている

バブルウオール型火山ガラス

問題点：

普通角閃石はいろいろな火山灰に含まれているので、DMPに由来したことの証明が必要である。カミングトン閃
石についても同様である。なお、崖錐堆積物2中のカミングトン閃石を木の根の作用に因るとする理屈は問題が
ある。



DMP噴火以降に森山
地域に降灰した可能
性がある火山灰



2)分析しているのは火山灰ではなく土石流
堆積物である. 
• 崖錐堆積物1と2は崖錐堆積物でなく、
土石流堆積物である。



断面図ABCとDBEに
みられるように、トレ
ンチ北東側に急斜
面は存在しない。断
面図FBに見られるよ
うに、トレンチ北東
壁の4枚の堆積物層
は深さ約8mの窪み
を埋めている。

この問題は後
で述べる。



新たに測線を
を増やした



測線毎の主な鉱物 崖錐堆積物1

崖錐堆積物2

礫混じりシルト

シルト質礫

測線9と10は崖錐堆積物1と2の両方にカミ
ングトン閃石が多く入っている。

測線2’では崖錐堆積物2にカミングトン閃

石が含まれており、礫混じりシルト層より大
きな検出率を示している。

すべてのカミングトン閃石の由
来を明らかにするため、化学分
析と屈折率測定を行い、大山山
麓の火山灰中のカミングトン閃
石と比較するべきである。



ガラスとCumの含まれ方

カッコ内の数字は連続して検出されなかった
試料数。

連続して複数の試料から検出されない場合
は、それらを含まない部分が大きな塊として
存在すると考えられる。

シルト質礫層の場合、ガラスとCum両方が
連続して4試料も検出されないことは、本層
の堆積形態によるものと考えられる。

これについては、後で述べる。



山地堆積物は移動と堆積をくり
返す。
崖錐堆積物は降雨によって流動
して土石流になる。

この谷では、春になると雨が降
るようになり、流水によって崖錐
堆積物は流動して、土石流と
なって流下する。



山地堆積物は移動と
堆積をくり返す。
崖錐堆積物は降雨に
よって流動して土石流
になる。

（国交省静岡河川事務所WSより）

、



礫の並びなどから不明瞭な成層
構造が認められることから、水
の作用を受けたと判断され、礫
とシルトが同時に運ばれている
ことから土石流による堆積物と
判断される



第257回審査
会合資料



トレンチの4層
の堆積物層の
堆積について、
中国電力が提
示したモデル。

第257回審査会合資料







炭素14年代値の逆転について
• 崖錐堆積物、礫混じりシルト、シルト質礫と呼んでいる堆積物は、各
地層内においては運ばれてきた順番に積み重なるが、その順番は
堆積物が形成された順番と同じであるとの仮定に基づく。

• この仮定は間違っている。例えば、流れている土石流内部では乱流
によって攪乱されており、流れてくる間に途中の谷底や山腹にある
物質を取り込む。取り込まれる物質は、それ以前に流されてきた土
石流堆積物の場合すらある。



私の考え：

• ①ATの火山ガラスの屈折率は1.498‐1.501であるが、この範囲外の屈折率
1.512‐ 1.515をもつガラスが側線9の崖錐堆積物1中に存在する。鬼界アカホヤ（
k‐Ah、約7300年前）の火山ガラスもBwで、その屈折率は1.508‐1.516であり、鬼
界アカホヤより若い年代での大山火山の活動はしられていないことから、k‐Ah
の可能性が大きいが三瓶火山由来の可能性も残されている。これらのガラスが
k‐Ah由来だとすると、崖錐堆積物1の年代は炭素14年代値4140yBPとも矛盾しな
い。

• ②崖錐堆積物2はAT起源の火山ガラスを多く含み、炭素14年代値が約2万～1
万年前を示すことから、大凡その年代に堆積したと判断できる。

• ③礫混じりシルトの年代は測定限界（4.5～5万年前程度）付近かそれ以前であ
る。注：現在のデータではカミングトン閃石はDMPに由来したものも存在する可
能性はあるが、その降灰時に礫混じりシルトが堆積したことを示すものではない
。

• ④シルト質礫層は崖錐堆積物の可能性が大きい。その理由は、主に角礫から
なり、他の堆積物に比べてシルトの含有量比が少なく、分布範囲が急斜面の麓
であることである。この場合、この崖錐堆積物から生じた土石流堆積物が礫混
じりシルトになる可能性がある。



崖錐堆積物2とシルト質礫層の違い

シルト質礫層は主に角礫からなり、シルト成分
がすくない。

成層構造がみられない。

崖錐堆積物の可能性が大きい。





複合面構造







森山の断層
面





• 専門家の意見
「森山地域の断層活動性の判断の一つに 複合面構造の有無を挙
げていますが，複合面構造は断層岩に含まれる粘土の量や滑り速
度によってできやすさが変わりますので活動性を示す根拠には全く
ならないと考えます．
報告書P54およびP145の森山ボーリングコア断層岩の顕微鏡観察

において，複合面構造はないとされていますが，画像が少し粗いの
で分かりづらいですが，私には破砕岩片や粘土鉱物の配列を示すP
面が数カ所で発達しているように見えます．」



ピンク色の線と矢印
に注目



ご静聴有り難うございました


